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田
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環
境
譲
与
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組
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潤
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流
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携
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治
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携 Vol.
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は
じ
め
に

奈
良
県
は
、
約
28
万
4
千
ha
の
森
林
面

積
を
有
し
、
県
域
面
積
の
77
%
が
森
林
で

す
。
特
に
吉
野
川
上
流
地
域
は
「
吉
野
林

業
地
域
」
と
称
さ
れ
、
我
が
国
有
数
の
優

良
材
生
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

県
北
西
部
に
は
、
起
伏
の
少
な
い
肥
よ
く

な
平
野
（
大
和
平
野
）
が
広
が
っ
て
お
り
、

奈
良
県
全
体
と
し
て
は
、
平
野
部
か
ら
山

岳
・
森
林
地
帯
ま
で
、
多
様
な
地
形
を
有

し
て
い
ま
す
。

本
町
が
事
務
局
を
担
う
「
上
下
流
連
携

に
よ
る
木
材
利
用
等
促
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
（
共
同
事
業
体
）」（
以
下
、「
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
」）は
、木
材
利
用
の
観
点
か
ら
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
川
上
に
当
た
る

吉
野
郡
3
町
8
村
（
以
下
、「
協
力
団
体
」）

と
2
つ
の
関
連
組
合
連
合
会
（
以
下
、「
協

力
関
係
団
体
」）、
川
下
に
当
た
る
平
野
部

2
市
3
町
（
以
下
、「
活
用
団
体
」）
が
連

携
す
る
枠
組
み
で
す
。令
和
３
年
５
月
に
、

森
林
環
境
譲
与
税
の
効
果
的
な
活
用
手
法

や
具
体
の
取
組
を
検
討
す
る
た
め
に
設
立

し
ま
し
た
。

３　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
仕
組
み

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、
活
用
団
体
が

協
力
団
体
に
「
木
材
製
品
の
購
入
や
市
民

が
森
林
に
ふ
れ
あ
う
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供

等
の
相
談
」
を
行
い
、
協
力
団
体
が
、
協

力
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、「
事
業
者
の

斡
旋
や
森
林
資
源
の
活
用
等
の
支
援
」
を

行
い
ま
す
。

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
利
点
と
し
て
、
活

用
団
体
に
と
っ
て
は
、「
森
林
環
境
譲
与

税
の
活
用
の
選
択
肢
の
増
加
」
や
「
専
門

的
知
見
を
有
す
る
協
力
団
体
等
に
気
軽
に

相
談
で
き
、
提
示
し
た
条
件
に
応
じ
た
提

案
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
な
ど

で
す
。
ま
た
、
協
力
団
体
及
び
協
力
関
係

団
体
に
と
っ
て
は
、
国
産
材
の
利
用
促
進

や
雇
用
創
出
な
ど
を
含
む
広
い
意
味
で
の

森
林
環
境
の
維
持
に
繋
が
る
」こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
活

用
団
体
と
、
協
力
団
体
及
び
協
力
関
係

団
体
の
両
者
に
と
っ
て
利
点
の
あ
る
ス

キ
ー
ム
で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会
的
な

イ
ン
パ
ク
ト
も
あ
る
取
組
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

を
行
い
、「
奈
良
県
森
林
認
証
C
O
²
吸

収
量
認
証
制
度
」
に
よ
り
森
林
吸
収
量

1
・
41
ｔ
‐
C
O
²
の
認
証
書
を
県
か
ら

受
け
と
り
ま
し
た
。

2
つ
目
は
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事

業
に
よ
り
本
町
が
整
備
し
た
場
所
を
活
用

し
た
環
境
教
育
の
実
施
で
す
。
そ
の
場
所

を
「
た
わ
ら
も
と
の
森
」
と
し
、
本
町
の

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
、
間
伐
見
学
や
木

を
切
る
体
験
を
行
い
、
19
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

3
つ
目
は
、
川
上
村
有
林
の
整
備
に
よ

り
発
生
し
た
間
伐
材
の
有
効
活
用
で
す
。

間
伐
材
を
使
っ
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
バ
ー
を
作

製
し
て
、
本
町
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
住
民
に

配
布
し
て
お
り
、
森
林
整
備
へ
の
理
解
の

醸
成
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

５　
お
わ
り
に

本
町
は
、
令
和
3
年
7
月
に
「
田
原
本

町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
し
て

お
り
、
今
後
も
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
地

方
公
共
団
体
間
で
の
連
携
の
取
組
を
一
層

加
速
さ
せ
て
い
く
考
え
で
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
通
じ
て
協

力
団
体
の
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の

維
持
増
進
に
尽
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

４　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
活
用
し

　
た
本
町
の
取
組

本
町
は
、
令
和
４
年
２
月
に
、「
川
上

村
と
の
森
林
整
備
等
の
実
施
に
関
す
る
連

携
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。
同
協
定
は
、

本
町
が
川
上
村
所
有
の
森
林
の
整
備
や
そ

の
森
林
を
活
用
し
た
付
帯
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
に
関
し
て
、
相
互
に
連
携
・
協
力

す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
森
林
整
備
に
よ
る

吸
収
量
で
相
殺
さ
せ
る
「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ

セ
ッ
ト
事
業
」
や
、
本
町
民
が
川
上
村
を

訪
れ
て
森
林
環
境
に
関
す
る
理
解
を
深

め
る
取
組
、
間
伐
材
で
加
工
し
た
木
製

品
を
提
供
し
て
も
ら
う
取
組
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

川
上
村
は
、
村
の
面
積
約
2
万
7
千
ha

の
約
95
％
を
森
林
が
占
め
る
自
然
豊
か
な

村
で
、
生
活
用
水
や
農
業
用
水
と
い
っ
た

「
水
」
を
通
じ
て
、
本
町
と
深
い
関
係
を

有
し
て
い
ま
す
。
本
町
に
流
入
す
る
「
水
」

の
源
で
あ
る
川
上
村
の
森
林
が
適
切
に
維

持
管
理
さ
れ
る
こ
と
は
、
本
町
住
民
に
と

っ
て
の
利
益
と
も
な
り
ま
す
。

令
和
4
年
度
は
、
本
町
の
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
て
、
川
上
村
で
、
以
下
の

3
つ
の
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

1
つ
目
は
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事

業
で
す
。
川
上
村
有
林
0
・
3
ha
の
整
備 ▲コンソーシアムの各団体の関係

▲コンソーシアムの各団体のマトリクス

：活用団体

：協力団体に属する団体

２　

 

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
立
に
至

　
っ
た
背
景

奈
良
県
平
野
部
に
位
置
す
る
活
用
団
体

で
は
、
地
域
に
森
林
が
少
な
い
た
め
に
譲

与
税
の
使
途
の
選
択
肢
が
限
定
的
で
、
効

果
的
な
活
用
手
法
を
相
談
で
き
る
場
も
存

在
し
な
い
の
が
課
題
で
し
た
。

一
方
、協
力
団
体
と
協
力
関
係
団
体
は
、

広
大
な
森
林
を
有
す
る
も
の
の
、
林
業
従

事
者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
森
林
整
備
が
十

分
に
は
進
ま
ず
、
森
林
資
源
を
活
か
し

き
れ
て
い
な
い
の
が
課
題
で
し
た
。

両
者
を
結
び
付
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
の
解
決
を
図
る
ス
キ
ー
ム
と
し
て
設
立

し
た
の
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
す
。

大和高田市
橿原市

川西町

三宅町 田原本町

吉野郡町村会（3町8村）

奈良県森林組合連合会
奈良県木材協同組合連合会

連携

活用団体

事業者斡旋や
森林資源活用
等支援

木材製品の購入や市民
が森林にふれあうフィ
ールドの提供等の相談

協力関係団体

協力団体

活
用
団
体

 協力団体に同じ。

課題
課題解決の方向性

（コンソーシアムの取組）
想定される効果

（メリット）









（１）





（２）

 協力団体に同じ。 （２）

森林環境譲与税の活用
に係る選択肢の増加。

地域に森林が少なく、森
林環境譲与税の活用に
係る選択肢が限定的。

広大な森林を有している
が、林業従事者の減少な
どにより、森林環境を維持
することが困難な状況。

森林資源を活かしきれ
ていない。

活用手法を気軽に相談
できる相手もなかなかい
ない。

専門的知見を有する協力
団体等に気軽にアクセス
でき、ニーズに対して提案
を受けることもできる。

林業に関する消費を喚起
することができ、雇用創
出などを含む広い意味で
の森林環境の維持に繋
がる。

協力関係団体と連携し、
活用団体のニーズを踏ま
えた提案

協力団体と連携し、活用
団体のニーズを踏まえた
提案

協力団体等への、ニーズ
を踏まえた相談の実施

協
力
団
体

協
力
関
係

団
体

川西町

三宅町
田原本町

大和高田市 東吉野村吉野町
大淀町
下市町

川上村

上北山村

天川村

黒滝村

下北山村十津川村

野迫川村

橿原市
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は
じ
め
に

奈
良
県
は
、
約
28
万
4
千
ha
の
森
林
面

積
を
有
し
、
県
域
面
積
の
77
%
が
森
林
で

す
。
特
に
吉
野
川
上
流
地
域
は
「
吉
野
林

業
地
域
」
と
称
さ
れ
、
我
が
国
有
数
の
優

良
材
生
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、

県
北
西
部
に
は
、
起
伏
の
少
な
い
肥
よ
く

な
平
野
（
大
和
平
野
）
が
広
が
っ
て
お
り
、

奈
良
県
全
体
と
し
て
は
、
平
野
部
か
ら
山

岳
・
森
林
地
帯
ま
で
、
多
様
な
地
形
を
有

し
て
い
ま
す
。

本
町
が
事
務
局
を
担
う
「
上
下
流
連
携

に
よ
る
木
材
利
用
等
促
進
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
（
共
同
事
業
体
）」（
以
下
、「
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
」）は
、木
材
利
用
の
観
点
か
ら
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
上
の
川
上
に
当
た
る

吉
野
郡
3
町
8
村
（
以
下
、「
協
力
団
体
」）

と
2
つ
の
関
連
組
合
連
合
会
（
以
下
、「
協

力
関
係
団
体
」）、
川
下
に
当
た
る
平
野
部

2
市
3
町
（
以
下
、「
活
用
団
体
」）
が
連

携
す
る
枠
組
み
で
す
。令
和
３
年
５
月
に
、

森
林
環
境
譲
与
税
の
効
果
的
な
活
用
手
法

や
具
体
の
取
組
を
検
討
す
る
た
め
に
設
立

し
ま
し
た
。

３　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
仕
組
み

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
は
、
活
用
団
体
が

協
力
団
体
に
「
木
材
製
品
の
購
入
や
市
民

が
森
林
に
ふ
れ
あ
う
フ
ィ
ー
ル
ド
の
提
供

等
の
相
談
」
を
行
い
、
協
力
団
体
が
、
協

力
関
係
団
体
と
連
携
し
て
、「
事
業
者
の

斡
旋
や
森
林
資
源
の
活
用
等
の
支
援
」
を

行
い
ま
す
。

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
利
点
と
し
て
、
活

用
団
体
に
と
っ
て
は
、「
森
林
環
境
譲
与

税
の
活
用
の
選
択
肢
の
増
加
」
や
「
専
門

的
知
見
を
有
す
る
協
力
団
体
等
に
気
軽
に

相
談
で
き
、
提
示
し
た
条
件
に
応
じ
た
提

案
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
な
ど

で
す
。
ま
た
、
協
力
団
体
及
び
協
力
関
係

団
体
に
と
っ
て
は
、
国
産
材
の
利
用
促
進

や
雇
用
創
出
な
ど
を
含
む
広
い
意
味
で
の

森
林
環
境
の
維
持
に
繋
が
る
」こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
は
、
活

用
団
体
と
、
協
力
団
体
及
び
協
力
関
係

団
体
の
両
者
に
と
っ
て
利
点
の
あ
る
ス

キ
ー
ム
で
あ
る
と
同
時
に
、
社
会
的
な

イ
ン
パ
ク
ト
も
あ
る
取
組
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

を
行
い
、「
奈
良
県
森
林
認
証
C
O
²
吸

収
量
認
証
制
度
」
に
よ
り
森
林
吸
収
量

1
・
41
ｔ
‐
C
O
²
の
認
証
書
を
県
か
ら

受
け
と
り
ま
し
た
。

2
つ
目
は
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事

業
に
よ
り
本
町
が
整
備
し
た
場
所
を
活
用

し
た
環
境
教
育
の
実
施
で
す
。
そ
の
場
所

を
「
た
わ
ら
も
と
の
森
」
と
し
、
本
町
の

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
、
間
伐
見
学
や
木

を
切
る
体
験
を
行
い
、
19
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

3
つ
目
は
、
川
上
村
有
林
の
整
備
に
よ

り
発
生
し
た
間
伐
材
の
有
効
活
用
で
す
。

間
伐
材
を
使
っ
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
バ
ー
を
作

製
し
て
、
本
町
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
住
民
に

配
布
し
て
お
り
、
森
林
整
備
へ
の
理
解
の

醸
成
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

５　
お
わ
り
に

本
町
は
、
令
和
3
年
7
月
に
「
田
原
本

町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
を
し
て

お
り
、
今
後
も
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
地

方
公
共
団
体
間
で
の
連
携
の
取
組
を
一
層

加
速
さ
せ
て
い
く
考
え
で
す
。
そ
の
一
環

と
し
て
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
通
じ
て
協

力
団
体
の
森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の

維
持
増
進
に
尽
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

４　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
活
用
し

　
た
本
町
の
取
組

本
町
は
、
令
和
４
年
２
月
に
、「
川
上

村
と
の
森
林
整
備
等
の
実
施
に
関
す
る
連

携
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。
同
協
定
は
、

本
町
が
川
上
村
所
有
の
森
林
の
整
備
や
そ

の
森
林
を
活
用
し
た
付
帯
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
に
関
し
て
、
相
互
に
連
携
・
協
力

す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二

酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
森
林
整
備
に
よ
る

吸
収
量
で
相
殺
さ
せ
る
「
カ
ー
ボ
ン
オ
フ

セ
ッ
ト
事
業
」
や
、
本
町
民
が
川
上
村
を

訪
れ
て
森
林
環
境
に
関
す
る
理
解
を
深

め
る
取
組
、
間
伐
材
で
加
工
し
た
木
製

品
を
提
供
し
て
も
ら
う
取
組
も
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

川
上
村
は
、
村
の
面
積
約
2
万
7
千
ha

の
約
95
％
を
森
林
が
占
め
る
自
然
豊
か
な

村
で
、
生
活
用
水
や
農
業
用
水
と
い
っ
た

「
水
」
を
通
じ
て
、
本
町
と
深
い
関
係
を

有
し
て
い
ま
す
。
本
町
に
流
入
す
る
「
水
」

の
源
で
あ
る
川
上
村
の
森
林
が
適
切
に
維

持
管
理
さ
れ
る
こ
と
は
、
本
町
住
民
に
と

っ
て
の
利
益
と
も
な
り
ま
す
。

令
和
4
年
度
は
、
本
町
の
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
て
、
川
上
村
で
、
以
下
の

3
つ
の
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

1
つ
目
は
、
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事

業
で
す
。
川
上
村
有
林
0
・
3
ha
の
整
備

▲マグネットバー

▲森林環境学習

２　

 

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
設
立
に
至

　
っ
た
背
景

奈
良
県
平
野
部
に
位
置
す
る
活
用
団
体

で
は
、
地
域
に
森
林
が
少
な
い
た
め
に
譲

与
税
の
使
途
の
選
択
肢
が
限
定
的
で
、
効

果
的
な
活
用
手
法
を
相
談
で
き
る
場
も
存

在
し
な
い
の
が
課
題
で
し
た
。

一
方
、協
力
団
体
と
協
力
関
係
団
体
は
、

広
大
な
森
林
を
有
す
る
も
の
の
、
林
業
従

事
者
の
減
少
な
ど
に
よ
り
森
林
整
備
が
十

分
に
は
進
ま
ず
、
森
林
資
源
を
活
か
し

き
れ
て
い
な
い
の
が
課
題
で
し
た
。

両
者
を
結
び
付
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
の
解
決
を
図
る
ス
キ
ー
ム
と
し
て
設
立

し
た
の
が
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
す
。
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